【商号又は名称】　　　　　　　　　　　　　　　【工事名】

様式第１号（第６条関係）

　年　月　日

宗像市長　様

住　　　　所

商号又は名称

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　㊞
低入札価格調査報告書

当社（者）が　　年　月　日に入札した『　　　　　　　　　　　工事』に関して、入札書に記載した入札金額に対応した積算内訳について、以下のとおり報告します。なお、当該報告書の内容について、虚偽の記載等による事実との相違が判明した場合には、指名停止がされても、一切異議申し立てを行わない事を確約いたします。

【提出書類】

1 当該価格での応札が可能となった理由書（様式第２号）

2 入札金額の積算内訳書
3 手持工事の状況書類（様式第３号）
4 契約対象工事箇所と調査対象者の事業所、倉庫等との地理的関係書類（様式第４号）

5 資材の状況書類（様式第５号）

6 機械の状況書類（様式第６号）

7 予定している下請負契約に関する書類（様式第７号）

8 前各号に掲げるもののほか必要と認められる資料（　　　　　　　　　　　　）

※⑧について特にない場合は、（　）内にその旨を記載すること。

様式第２号（第６条関係）

当該価格での応札が可能となった理由書

	


（注1） 当該価格での応札が可能となった理由（何故安価で施工できるのか等）を、労務費、手持工事の状況、当該工事現場と事務所・倉庫との関係、資材の状況、機械の状況、下請会社等の協力等からの面から具体的に記載し、その理由の根拠を各様式に必ず記入してください。

様式第３号（第６条関係）

手持工事の状況書類

	工　事　名
	履行場所
	発注者
	工   期
	契約金額(円)
	主任技術者

又は監理技術者の氏名

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


(注１)　契約書の写しを添付してください。

(注2)　手持工事（公共工事、民間工事は問わない。）のうち、工事費の縮減に寄与するものを記載してください。
　
様式第４号（第６条関係）

契約対象工事箇所と調査対象者の事業所、倉庫等との地理的関係書類

	


(注１) 分かりやすい地図で契約対象工事箇所と調査対象者の事務所、倉庫、隣接工事箇所等との関連が明確になるように記入してください（縮尺は問いません。）。 

(注２) 上記記載の所在地や、契約対象工事箇所への所要時間も明らかにしてくださ

い。  

(注３) 地図を貼付しても構いません。 

様式第５号（第６条関係）

資材の状況書類

	【品名】
	【数量】
	【単価】
	【状況】

・手持ち

・購入

・リース等
	【購入又はリース等の場合の相手先】

	
	
	
	
	業者名
	調査対象者との関係（取引年数等）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	資材費合計額（円）
	


(注１) 手持資材の状況については、主に該当工事で使用予定の資材を記入してくだ

さい。

(注２) 安全資材や看板等共通仮設費で使用する資材も記載してください。
(注３) 予定している資材購入先又は資材リース元について、見積書等を必ず添付してください。
 (注４) 調査対象者との関係の欄には、購入先予定業者との関係や取引年数を記入し
てください。
(注５) 資材費合計額は、必ず記入してください。
様式第６号（第６条関係）

機械の状況書類

	【機械の名称】
	【数量】
	【メーカー名】
	【単価】
	【状況】

・手持ち

・リース等
	【リース等の場合の相手先】

	
	
	
	
	
	業者名
	調査対象者との関係（取引年数等）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


	機械費合計額（円）
	


(注１)　主に、当該工事に使用する予定の手持機械の状況を記入してください。
(注２)　調査対象者との関係の欄には、機械リース元との関係や取引年数を記入してください。

(注３)  予定している機械リース元について、見積書等を必ず添付してください。
 (注４)　機械費合計額は、必ず記入してください。

様式第７号（第６条関係）

予定している下請負契約に関する書類

　予定している下請負契約

	下請負契約の

工事内容（範囲）
	下請負契約の金額（税抜き）
	下請負契約の相手方

（会社名・所在地）
	調査対象者との関係（取引年数）

	
	【内訳：諸経費】

（注２）
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	下請負契約金額の

合計
	
	
	

	
	
	
	


(注１) 安価となった工種の下請負契約予定業者について記入し、下請負契約見積書
等の積算根拠を必ず添付してください。
 (注２)【内訳：諸経費】には、下請負契約金額のうち、諸経費（下請会社の経費や

利益等）を記入してください。

 (注３) 調査対象者との関係の欄には、下請負契約予定業者との関係や取引年数を記

入してください。

 （注４） 下請負契約予定業者からの見積書を徴収する際には、予め下請負契約予定業

者の諸経費を下請負契約見積書の中に必ず記載して頂くよう、下請負契約予定

業者に依頼してください。 

(注５) 上記の下請負契約予定業者の諸経費は、当該入札者の現場管理費、一般管理費等に分離計上せず、当該入札者の直接工事費または共通仮設費に必ず計上してください。ただし、止むを得ないと認めるものは除きます。
 （注６） 入札金額の積算内訳と下請負契約見積額とが整合している必要があります。施工に必要な費目との対応関係が不明確な金額計上が記載されて

いる下請負契約見積書等は、当該調査対象者を落札者としませんので、ご注意

ください。
